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東渓校区

鞍
くらがとう

形尾神社の自然林

【県天記】（天瀬町馬原）

台神社の森【市天記】

穴井家古文書【市有文】

（北友田一丁目、郷土史料館）

長三洲公園【未指定】

知っておきたい文化財東渓校区の主な文化財

台神社前旧往還石畳道【市史跡】
（天瀬町女子畑台）

（天瀬町馬原）
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　天瀬町の西端にあり、神社

の北西 1 ヘクタールに広がる

ウラジロガシを中心とした高

木などが残る自然林です。鞍

形尾神社は、伝承によると

８７７（元慶元）年に八幡様が岩松峯に現れ、その後、元大原

から、大原八幡宮へと遷ったという古い神社です。江戸時代の

豪商の寄進した石
いしとうろう

灯籠なども残り、大原に遷った後も日田の

人々から敬われていました。

　五馬方面へ抜け、その先で熊本や竹

田方面と分かれる街道があり、台神社

周辺には当時の石畳の一部が残されて

います。また、神社には境内林として

大きな樹木が残っています。

　長
ちょう

三
さん

洲
しゅう

は、漢学者長梅外の長男とし

て天保 4年にこの地に生まれ、後に咸

宜園に入門し、「宜園三才子」の 1 人

と呼ばれます。その後大坂では旭荘塾

の塾頭を努め、尊王攘夷の志のもと、

長州藩では高杉晋作の「奇兵隊」に加

わりました。明治時代になっても新し

い学校制度の創設に関わるなど大いに

活躍しました。

　旧馬原村庄屋穴井六郎右衛門は、村

の農民が自然災害や代官の年貢の取立

てに苦しむ様子に耐えかね、幕府に直

接訴えました。この古文書は幕府領内

１３ヶ村の庄屋の連名による直訴の血

判状の写しです。穴井六郎右衛門は共

に幕府に直訴した息子や飯田惣次らと

囚われの身となり、死罪とされました

が、今でもその勇気ある行動が「義民」

として称えられています。
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東渓校区の文化財

石畳道
台神社の森

①高塚地蔵のイチョウ【県天記】

②草三郎大神宮五輪塔婆附角塔婆【県有文】

③義民穴井六郎衛門生誕の地【未指定】

④鞍形尾神社の自然林【県天記】 ⑧長三洲公園【未指定】

⑥台神社前旧往還石畳道【市史跡】

⑦台神社の森【市天記】

⑤川原隧道と石畳【県史跡】

⑧

東
渓
校
区

　高塚地蔵のイチョウ

【県天記】（天瀬町馬原）

東渓校区の文化財

草
そうさぶろうだいじんぐうごりんとうばつけたりかくとうば

三郎大神宮五輪塔婆附角塔婆【県有文】

（天瀬町馬原）

　川原隧
ずいどう

道と石畳

【県史跡】

（天瀬町女子畑川原区）

東渓校区の主な文化財

東渓小校区は、日田市の東端にあり、玖珠川

や国道２１０号、ＪＲ久大本線が東西に横断し

ており、川沿いの天ヶ瀬温泉は、奈良時代に書

かれた「豊後国風土記」にも登場する古い伝承

を持つ温泉場です。今も旅館が立ち並び多くの

観光客が訪れています。温泉街近くには地名の

由来にもなった桜滝があり、ほかにも慈恩の滝

や観音の滝（三
さんばく

瀑）があり、自然豊かな地域を

彩っています。

　また、鞍
くらがとう

形尾神社や高塚愛
あ た ご

宕不動尊といった古い由緒を持つ神社仏閣が残り、五輪塔や宝塔

といった石造物も数多く残されています。江戸時代には玖珠や阿蘇・竹田方面へ抜ける交通の

要衝でもあり、往時の石畳が残っている場所もあります。
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　五輪塔は仏教で供養のために作られた石造物で

す。方形の地輪、円形の水輪、三角の火輪、半月

型の風輪、団形の空輪からなり、仏教で言う地水

火風空の五大要素を表しています。角塔婆は角型

柱のもので、同じく供養のために作られました。

南北朝時代の１３４７（貞和３）年の銘文が残さ

れています。また、この周辺の寺ヶ迫などにもた

くさんの石造物が残されており、この周辺にかつ

て寺院があったことがうかがえます。

　郡代・塩
し お や だ い し ろ う

谷大四郎の命

による日田玖珠往還の改修に伴い、山を掘

りぬいた後、石組を築き新たに作られた長

さ約５２ｍのトンネルです。両端には石畳

も残されています。トンネルの近くには工

事に携わった廣瀬久兵衛の名が残る石柱が

あります。現在は国道２１０号から少し山

に入ったところにひっそりとありますが、

当時は、日田と玖珠を結ぶ主要な道として、

たくさんの人や荷物を運ぶ馬などが行き交

っていました。平成２８年の熊本地震で石

組が落ち、現在は立入禁止です。

　高塚愛宕地蔵尊は、縁起

によると９５２（天暦６）

年に小堂が建立されて始ま

ったと伝わります。伝承に

よると、その頃から存在し

たイチョウの木で、樹齢は

１０００年を超えるとされ

ています。突起が乳の形の

ため乳イチョウとも呼ばれ

ます。

石祠

角塔婆

五輪塔婆
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いつま校区

くにち楽【本城くにち楽：県無民、出口本村楽・出口袋七夕楽、五馬楽：市無民】

（天瀬町本城・出口・五馬市）

金
かなこり

凝神社木造仮面【県有文】

　　　　　　( 天瀬町本城）
見
みたけ

竹天満宮の

天満かつら

【市天記】

（天瀬町出口）

いつま校区の主な文化財

106 107

　五馬地区で毎年１０月の下旬に五穀

豊穣に感謝して、神社に奉納される踊

りです。杖楽といわれる杖を使った踊り

で、天狗・恵比寿・大黒などの「面かぶ

り」が杖使いたちを指揮します。本城で

は本城くにち楽（毎年１０月２０、２１

日）として金
かなこり

凝神社、出口では本村集落

の出口本村楽・袋集落の出口袋七夕楽

（相
す も う じ ん く

撲甚句が特徴）として老松天満社（毎

年１０月２４、２５日）、五馬市では五

馬楽（毎年１０月２６、２７日）として

玉
たまらいじんじゃ

来神社に奉納されます。これらのくに

ち楽は、地域の伝統を伝える貴重なもの

として、本城くにち楽が県指定の無形民

俗文化財に、出口本村楽・出口袋七夕楽、

五馬楽が市の無形民俗文化財に指定され

ています。

　出口の見竹天満

宮の境内にあるカ

ツラは幹の周りが

４．４ｍ、高さは

２０ｍ以上あり、

樹齢は不明。境内

の杉などと小さな

森を形成していま

す。

　天狗や翁、鬼、河童の木製の仮面で、楠・桐・

檜製です。いずれも一木で作られており、裏

面が平たくなっていることから、実際には顔

につけたとは考えにくいものです。１５世紀

頃に作られたと思われます。

湯ノ見岳

亀石山

桜竹東大山

五馬市

出口

塚田

本城

松原ダム

杖立温泉

五馬出張所

いつま小学校いつま小学校
★①

②

③

④

⑤

いつま校区の文化財

①玉来神社拝殿と棟札【市有文】
　玉来神社神像（２３躯）【県有文】

②出口本村楽（出口くにち中村楽）【市無民】

④山中薬師堂鰐口【県有文】

⑤宇土遺跡３号墳【市史跡】

　出口袋七夕楽（出口くにち袋七夕楽）【市無民】

　老松天満社（本殿等４件）【国登文】　　　　

③見竹天満宮の天満かつら【市天記】

⑥

⑥金凝神社木造仮面【県有文】
　本城くにち楽【県無民】

　五馬楽【市無民】
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ま
校
区

いつま校区の文化財

いつま校区の主な文化財

田北紹
じょうてつ

鉄夫人の墓【未指定】

（天瀬町五馬市）

宇土遺跡３号墳【市史跡】（天瀬町五馬市）

　いつま（五馬）地区は日田盆地の南東側にあり、標高３００～４５０ｍの多くの小さな

谷が入り組んでいる台地地形が特徴です。「五馬」という名前はかつての五馬市・塚田・出口・

本城の各村を含む地域の総称として、用いられています。

五馬地区の歴史は古く、塚田の高瀬Ⅲ遺跡で約３万４千年前（旧石器時代）の火を使っ

た跡が見つかっており、その後に続く縄文時代も狩りを中心とした生活の跡が多く見られ

ます。弥生時代に入ると人々の住居が作られるようになり、古墳時代には「豊後国風土

記」に記された五
いつまひめ

馬媛の墓を連想させるような墓が中尾原遺跡や宇土遺跡で発見されてい

ます。

古代には日田郡五郷のうちの靱
ゆきあみごう

編郷に含まれていたとみられ、中世には日田荘の一部、

五
いつまのしょう

馬荘として開発が進みます。中世の終わりには、当時豊後の国を治めていた大友宗麟に

対して反乱を起こし、追われた田北紹
じょうてつ

鉄が五馬荘（現在の大山町西大山付近）で討ち死に

します。

近世には本城村・塚田村・出口村・芋作村・新城村・五馬市村の名前が見られ、現在の

出口には当時の日田と小国を結ぶ道の一部が残されています。
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　五馬荘で討ち死にした田北紹鉄の

墓は、大山町西大山にありますが、

夫人の墓は、天瀬町五馬市の五馬出

張所の裏にあり、地域の人や子孫に

よって、供養されています。

　この古墳は五馬台地の北西部の丘陵に３基ある古墳の

うちの１基で、古墳時代中期に造られました。古墳の形

については、はっきりとはわかりませんでしたが、古墳

の中には竪穴式石室と呼ばれる遺体を置く部屋が２つ並

んで発見されました。中からは装飾品や武器のほか、２

～３人の遺体が入っており、どちらも姉と弟であること

が分かりました。当時の五馬を治めていた豪族の墓と考

えられますが、女性については、豊後国風土記に記され

た五馬媛を想像させます。

　石室が２基並んだこの３号墳は大分県内でも例がな

く、市の史跡に指定されました。



い
つ
ま
校
区

いつま校区

くにち楽【本城くにち楽：県無民、出口本村楽・出口袋七夕楽、五馬楽：市無民】

（天瀬町本城・出口・五馬市）

金
かなこり

凝神社木造仮面【県有文】

　　　　　　( 天瀬町本城）
見
みたけ

竹天満宮の

天満かつら

【市天記】

（天瀬町出口）

いつま校区の主な文化財
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　五馬地区で毎年１０月の下旬に五穀

豊穣に感謝して、神社に奉納される踊

りです。杖楽といわれる杖を使った踊り

で、天狗・恵比寿・大黒などの「面かぶ

り」が杖使いたちを指揮します。本城で

は本城くにち楽（毎年１０月２０、２１

日）として金
かなこり

凝神社、出口では本村集落

の出口本村楽・袋集落の出口袋七夕楽

（相
す も う じ ん く

撲甚句が特徴）として老松天満社（毎

年１０月２４、２５日）、五馬市では五

馬楽（毎年１０月２６、２７日）として

玉
たまらいじんじゃ

来神社に奉納されます。これらのくに

ち楽は、地域の伝統を伝える貴重なもの

として、本城くにち楽が県指定の無形民

俗文化財に、出口本村楽・出口袋七夕楽、

五馬楽が市の無形民俗文化財に指定され

ています。

　出口の見竹天満

宮の境内にあるカ

ツラは幹の周りが

４．４ｍ、高さは

２０ｍ以上あり、

樹齢は不明。境内

の杉などと小さな

森を形成していま

す。

　天狗や翁、鬼、河童の木製の仮面で、楠・桐・

檜製です。いずれも一木で作られており、裏

面が平たくなっていることから、実際には顔

につけたとは考えにくいものです。１５世紀

頃に作られたと思われます。

湯ノ見岳

亀石山

桜竹東大山

五馬市

出口

塚田

本城

松原ダム

杖立温泉

五馬出張所

いつま小学校いつま小学校
★①

②

③

④

⑤

いつま校区の文化財

①玉来神社拝殿と棟札【市有文】
　玉来神社神像（２３躯）【県有文】

②出口本村楽（出口くにち中村楽）【市無民】

④山中薬師堂鰐口【県有文】

⑤宇土遺跡３号墳【市史跡】

　出口袋七夕楽（出口くにち袋七夕楽）【市無民】

　老松天満社（本殿等４件）【国登文】　　　　

③見竹天満宮の天満かつら【市天記】

⑥

⑥金凝神社木造仮面【県有文】
　本城くにち楽【県無民】

　五馬楽【市無民】

い
つ
ま
校
区

いつま校区の文化財

いつま校区の主な文化財

田北紹
じょうてつ

鉄夫人の墓【未指定】

（天瀬町五馬市）

宇土遺跡３号墳【市史跡】（天瀬町五馬市）

　いつま（五馬）地区は日田盆地の南東側にあり、標高３００～４５０ｍの多くの小さな

谷が入り組んでいる台地地形が特徴です。「五馬」という名前はかつての五馬市・塚田・出口・

本城の各村を含む地域の総称として、用いられています。

五馬地区の歴史は古く、塚田の高瀬Ⅲ遺跡で約３万４千年前（旧石器時代）の火を使っ

た跡が見つかっており、その後に続く縄文時代も狩りを中心とした生活の跡が多く見られ

ます。弥生時代に入ると人々の住居が作られるようになり、古墳時代には「豊後国風土

記」に記された五
いつまひめ

馬媛の墓を連想させるような墓が中尾原遺跡や宇土遺跡で発見されてい

ます。

古代には日田郡五郷のうちの靱
ゆきあみごう

編郷に含まれていたとみられ、中世には日田荘の一部、

五
いつまのしょう

馬荘として開発が進みます。中世の終わりには、当時豊後の国を治めていた大友宗麟に

対して反乱を起こし、追われた田北紹
じょうてつ

鉄が五馬荘（現在の大山町西大山付近）で討ち死に

します。

近世には本城村・塚田村・出口村・芋作村・新城村・五馬市村の名前が見られ、現在の

出口には当時の日田と小国を結ぶ道の一部が残されています。
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　五馬荘で討ち死にした田北紹鉄の

墓は、大山町西大山にありますが、

夫人の墓は、天瀬町五馬市の五馬出

張所の裏にあり、地域の人や子孫に

よって、供養されています。

　この古墳は五馬台地の北西部の丘陵に３基ある古墳の

うちの１基で、古墳時代中期に造られました。古墳の形

については、はっきりとはわかりませんでしたが、古墳

の中には竪穴式石室と呼ばれる遺体を置く部屋が２つ並

んで発見されました。中からは装飾品や武器のほか、２

～３人の遺体が入っており、どちらも姉と弟であること

が分かりました。当時の五馬を治めていた豪族の墓と考

えられますが、女性については、豊後国風土記に記され

た五馬媛を想像させます。

　石室が２基並んだこの３号墳は大分県内でも例がな

く、市の史跡に指定されました。
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　咸宜園教育研究センターは、廣瀬淡窓が開いた私塾「咸宜園」の
ガイダンス棟で、廣瀬淡窓や咸宜園、全国から集まった門下生たち
について調査や研究をおこない、展示会や市民の学習会、その他の
研究資料として広く公開しています。また、来園者に対して咸宜園
の説明や施設案内なども行っています。

咸宜園教育研究センター

　天領日田資料館は、天領日田と町人文化を紹介した施設です。江

戸時代の民俗文化や天領 ( 幕府の直轄地 ) に関する資料が豊富で、

数多くの書画や古文書等、約 100 点の品々を展示しています。

天領日田資料館

行
ぎ ょ う と く け

徳家住宅
　行徳家は代々医者の家で、建築様式は当時よくみられた曲

まがりや

屋形式

の屋根と、土間を広く取った大
だいしょうや

庄屋の形式です。住宅には当時の医

療資料を展示しています。

日田市立博物館

旧矢
や は た け

羽田家住宅
　江戸時代に建築された民家で、屋根の形に特徴があります。屋根

の峰
みね

がコの字となる「くど造り」という形式で、この造りの民家と

しては県内で唯一現存するものです。もとは東大山小
こ い つ ま

五馬にありま

したが、保存のため現在地に移されました。

　日田市の大地の成り立ちや豊かな自然、そして日田盆地の周囲の

山々から流れ出る水の恵みに育まれた日田の川に関わる文化を中心

に展示する自然史博物館。年に2回、企画展なども開催しています。

　豆田まちづくり歴史交流館は、豆田地区の住民による防災活動を

はじめ、町並みの保存活動の情報発信、伝統的建造物の伝統工法や

道具の紹介などまちづくり活動の拠点施設として開館しています。

開館時間：午前９時半～午後４時半　　閉館日：月・金・年末年始

問い合わせ先：0973-27-2177　　　　住所：夜明関町 3256　入館料：無料

開館時間：午前 9時～午後 5時　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-22-5394　住所：上城内町 2-6（複合文化施設アオーゼ 3階）

入館料：無料

開館時間：午前 9時～午後 5時　　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-24-6517　　　住所：豆田町 11-7

入館料：大人 310 円、小・中・高生 210 円

開館時間：午前 9時～午後 5時　　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-22-0268　　　住所：淡窓 2丁目 2-18　　入館料：無料

開館時間：要事前予約　　閉館日：要事前予約

問い合わせ先：0973-24-7171　　住所：大山町西大山 3603　　　入館料：無料

豆田まちづくり歴史交流館

開館時間：午前 9時～午後 5時　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-23-8922　　住所：豆田町 9-15　　　入館料：無料
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　市内の発掘調査で出土した遺物などを整理保管する施設で、出土

遺物の展示を行っています。その他、火おこしや勾玉づくり、歴史

講座などを通して、歴史を体験することができます。

日田市埋蔵文化財センター

日田市立郷土史料館
　郷土史料館のある岳

がく

林
り ん じ

寺は、1342 年に、元の帰化僧である

明
み ん き そ

極楚俊
しゅん

によって開かれ、日田郡
ぐ ん じ

司の大蔵永
ながさだ

貞が建立したと伝えら

れます。この岳林寺に残された貴重な文化財を中心として、吹上遺

跡からの出土遺物や琴平町にあった普門寺の笑
しょう

厳
がん

和
おしょう

尚坐
ざ ぞ う

像なども

合わせて展示しています。

日田市立小
お ん た

鹿田焼
や き

陶芸館
　国の重要無形文化財である小鹿田焼の魅力と伝統の技を広く紹介

する施設として、100 点以上に及ぶ作品と関連資料を展示しており、

歴史や作業工程をたどりながら文化財としての小鹿田焼の魅力に触

れることができる施設となっています。

文化財にふれてみよう！みてみよう！

　「日田祗園山鉾会館」は、国の重要無形民俗文化財である「日田

祗園の曳
ひきやま

山行事」の歴史的伝統文化の保存と祭りの振興をはかるた

め、昭和 63 年に開館した施設です。6 基の山鉾と、見送り幕、水

引き幕等、祗園祭に関するものを中心に展示しています。

日田祇園山鉾会館

前津江郷土文化保存伝習施設
　県の無形民俗文化財である大野楽の伝承と前津江に伝わる歴史民

俗資料の保存のために建設された施設です。県指定有形文化財の

「懸
かけぼとけ

仏」や市指定有形文化財の「四
し き

季農
のうこう

耕図
ず え

絵馬
ま

」などが展示して

います。

　国指定史跡「ガランドヤ古墳」の保存、管理及び公開活用の場と

して設置された公園です。ガイダンス棟では展示パネルと共に解説

動画や 3DVR 画像などを見学でき、1 号墳保存施設は定期的に公開

しています。（要予約）

開館時間：午前９時～午後５時　　　閉館日：年末年始

問い合わせ先：0973-22-4540　　　住所：北友田 1 丁目 1317　入館料：無料

開館時間：午前 9 時～午後 5 時　　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-29-2020　　　住所：源栄町 138-1　入館料：無料

開館時間：午前９時～午後５時　　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-24-6453　　　住所：隈 2 丁目 7-10

入館料：大人 310 円、小・中・高生 210 円

開館時間：午前 9 時～午後 4 時 30 分　　閉館日：土・日・祝日・年末年始

問い合わせ先：0973-24-7171　　　住所：前津江町大野 837-1　入館料：無料

開館時間：午前 9 時～午後 4 時　　　閉館日：土・日・祝日・年末年始

問い合わせ先：0973-24-7171 　　　住所：北友田 3 丁目 2893-44（萩尾公園隣接）

（日田市教育庁文化財保護課）              入館料：無料

ガランドヤ古墳公園

開館時間：午前 9 時～午後 5 時　　　閉館日：年末年始

問い合わせ先：0973-24-7171 　　　住所：大字石井 1187         入館料：無料
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　咸宜園教育研究センターは、廣瀬淡窓が開いた私塾「咸宜園」の
ガイダンス棟で、廣瀬淡窓や咸宜園、全国から集まった門下生たち
について調査や研究をおこない、展示会や市民の学習会、その他の
研究資料として広く公開しています。また、来園者に対して咸宜園
の説明や施設案内なども行っています。

咸宜園教育研究センター

　天領日田資料館は、天領日田と町人文化を紹介した施設です。江

戸時代の民俗文化や天領 ( 幕府の直轄地 ) に関する資料が豊富で、

数多くの書画や古文書等、約 100 点の品々を展示しています。

天領日田資料館

行
ぎ ょ う と く け

徳家住宅
　行徳家は代々医者の家で、建築様式は当時よくみられた曲

まがりや

屋形式

の屋根と、土間を広く取った大
だいしょうや

庄屋の形式です。住宅には当時の医

療資料を展示しています。

日田市立博物館

旧矢
や は た け

羽田家住宅
　江戸時代に建築された民家で、屋根の形に特徴があります。屋根

の峰
みね

がコの字となる「くど造り」という形式で、この造りの民家と

しては県内で唯一現存するものです。もとは東大山小
こ い つ ま

五馬にありま

したが、保存のため現在地に移されました。

　日田市の大地の成り立ちや豊かな自然、そして日田盆地の周囲の

山々から流れ出る水の恵みに育まれた日田の川に関わる文化を中心

に展示する自然史博物館。年に2回、企画展なども開催しています。

　豆田まちづくり歴史交流館は、豆田地区の住民による防災活動を

はじめ、町並みの保存活動の情報発信、伝統的建造物の伝統工法や

道具の紹介などまちづくり活動の拠点施設として開館しています。

開館時間：午前９時半～午後４時半　　閉館日：月・金・年末年始

問い合わせ先：0973-27-2177　　　　住所：夜明関町 3256　入館料：無料

開館時間：午前 9時～午後 5時　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-22-5394　住所：上城内町 2-6（複合文化施設アオーゼ 3階）

入館料：無料

開館時間：午前 9時～午後 5時　　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-24-6517　　　住所：豆田町 11-7

入館料：大人 310 円、小・中・高生 210 円

開館時間：午前 9時～午後 5時　　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-22-0268　　　住所：淡窓 2丁目 2-18　　入館料：無料

開館時間：要事前予約　　閉館日：要事前予約

問い合わせ先：0973-24-7171　　住所：大山町西大山 3603　　　入館料：無料

豆田まちづくり歴史交流館

開館時間：午前 9時～午後 5時　　閉館日：水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

問い合わせ先：0973-23-8922　　住所：豆田町 9-15　　　入館料：無料
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　市内の発掘調査で出土した遺物などを整理保管する施設で、出土

遺物の展示を行っています。その他、火おこしや勾玉づくり、歴史

講座などを通して、歴史を体験することができます。

日田市埋蔵文化財センター

日田市立郷土史料館
　郷土史料館のある岳

がく

林
り ん じ

寺は、1342 年に、元の帰化僧である

明
み ん き そ

極楚俊
しゅん

によって開かれ、日田郡
ぐ ん じ

司の大蔵永
ながさだ

貞が建立したと伝えら

れます。この岳林寺に残された貴重な文化財を中心として、吹上遺

跡からの出土遺物や琴平町にあった普門寺の笑
しょう

厳
がん

和
おしょう

尚坐
ざ ぞ う

像なども

合わせて展示しています。

日田市立小
お ん た

鹿田焼
や き

陶芸館
　国の重要無形文化財である小鹿田焼の魅力と伝統の技を広く紹介

する施設として、100 点以上に及ぶ作品と関連資料を展示しており、

歴史や作業工程をたどりながら文化財としての小鹿田焼の魅力に触

れることができる施設となっています。

文化財にふれてみよう！みてみよう！

　「日田祗園山鉾会館」は、国の重要無形民俗文化財である「日田

祗園の曳
ひきやま

山行事」の歴史的伝統文化の保存と祭りの振興をはかるた

め、昭和 63 年に開館した施設です。6 基の山鉾と、見送り幕、水

引き幕等、祗園祭に関するものを中心に展示しています。
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開館時間：午前 9 時～午後 5 時　　　閉館日：年末年始

問い合わせ先：0973-24-7171 　　　住所：大字石井 1187         入館料：無料







113

を行うことにより、 地域住民のアイデンティティの再確認

や地域のブランド化等にも貢献し、 ひいては地方創生に大

いに資するものとなると考えています。

●認定のタイトル

　「近世日本の教育遺産群　―学ぶ心・礼節の本源―」

●認定自治体

　茨城県水戸市、栃木県足利市、岡山県備前市、

　大分県日田市

●認定されたストーリーの概要

　「我が国では、近代教育制度の導入前から、支配者層であ

る 武 士 の み な ら ず、 多 く の 庶 民 も 読 み 書 き・ 算 術 が で き、

礼儀正しさを身に付けるなど、 髙い教育水準を示した。 こ

れは、 藩校や郷学、 私塾など、 様々な階層を対象とした学

校の普及による影響が大きく、 明治維新以降のいち早い近

代化の原動力となり、 現代においても、 学問 ･ 教育に力を

入れ、 礼節を重んじる日本人の国民性として受け継がれて

いる。」

　このように、 日本の伝統や文化を語る上で我が国の魅力

を十分に伝えるものとして高く評価されました。

　日本遺産にはストーリーを構成する文化財群があり、 こ

れらを「構成文化財」と呼んでいます。

　日田市では、 廣瀬淡窓が創設した私塾「咸宜園」 の跡や

淡窓旧宅、淡窓が初めて塾を開いた長福寺、 また江戸時代

の「学園都市」 の姿を今に伝える豆田町などが構成文化財に

なっています。

　また、連携して取り組む茨城県水戸市では江戸時代を代

表する日本最大規模の藩校「 弘
こう

道
どう

館
かん

」、 栃木県足利市では

日本最古の学校「足
あし

利
かが

学校」、岡山県備前市では日本最古の

庶民の学校である「閑
しず

谷
たに

学校」 などが教育遺産群として共

に日本遺産の認定を受けました。

　「文化財を活用した地方創生」、「文化財版クールジャパ

ン」 戦略として、 文化財の保存・整備を図るだけでなく、

観光資源として積極的に国内外へ発信し、活用するための

新しい施策です。令和５年度現在、全国で１０４件が日本

遺産に認定されています。
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旧弘道館旧弘道館（正庁）旧水戸彰考館跡
徳川光圀により開設された「大日本

史」の編纂局。光圀に招かれた明の

儒学者朱舜水は、水戸藩の修史事業

に大きな影響を与えた。

大日本史
水戸徳川家第２代藩主徳川光圀に
よって開始され、水戸藩の事業と
して継続し、明治時代に完成した
歴史書。

日新塾跡
弘道館と同時期に水戸藩郊外で運営

された私塾。水戸藩士を含む多彩な

門人を輩出した。多様な教育科目を

備え、医学も盛んであった。

常磐公園（偕楽園）
弘道館と一対の教育施設として造ら

れた庭園。園内には、学問興隆の象

徴として、「好文木」として知られる

梅が植樹された。

足利学校跡（学校門）足利学校跡（聖廟）

国宝漢籍『礼記正義』『尚書正義』『文選』『周
易注疏』
漢籍を中心とした貴重な書籍の宝庫である足

利学校は、近世期も全国から学者や著名人が

訪れ、蔵書の閲覧や研究が行われた知のネッ

トワークのセンターであった。

足利学校跡

釋奠
聖廟では、孔子のまつりである釋奠

が営まれる。伝統的な祭器を用い、

現在は毎年 11 月 23 日に行われてい

る。

現存する日本最古の学校の遺跡。我が国儒学の学灯を伝える学問の府として全国より学徒が集った。自由で

開放的な学びと自学自習の精神は、近世の学校の原点となった。なお、聖廟（孔子廟）は国内現存最古のも

のである。

総合大学ともいえる藩校の代表例。医学館では種痘が実施され、徳川斉

昭は実子 2人に種痘を行うなど、領内に普及を図った。現在でも館内では、

論語教室が行われている。

水

　戸

　市

足

　利

　市

日本遺産の構成文化財一覧
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